
（
保
護
観
察
の
仮
解
除
の
基
準
等
）

（
保
護
観
察
の
仮
解
除
の
基
準
等
）

第
百
三
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保

護
観
察
を
仮
に
解
除
す
る
処
分
（
以
下
「
保
護
観

察
の
仮
解
除
」
と
い
う
。）は
、
現
に
健
全
な
生
活

態
度
を
保
持
し
て
い
る
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者

に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の

状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、
被
害
者
等
の
状

況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の
回
復
又
は
軽
減
の
た

め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況
、
保
護
観
察
の
実
施
状

況
等
を
考
慮
し
、保
護
観
察
を
仮
に
解
除
し
て
も
、

当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員

と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申

出
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
保
護

観
察
付
執
行
猶
予
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年

齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関

係
、
保
護
観
察
の
実
施
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護

観
察
を
仮
に
解
除
し
て
も
、
当
該
生
活
態
度
を
保

持
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改

善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
に
す

る
も
の
と
す
る
。

２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
を

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
保
護
観
察
付
執
行
猶

予
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書

面
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

保
護
観
察
の
仮
解
除
を
し
た
年
月
日

二

保
護
観
察
の
仮
解
除
の
期
間
中
、
法
第
八
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
五
十
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
を

遵
守
す
べ
き
こ
と
。

第
百
四
条

削
除

第
百
四
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
決
定
は
、
前

条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
相
当
と
認
め
る
と
き
に

す
る
も
の
と
す
る
。

（
保
護
観
察
の
仮
解
除
中
に
お
け
る
調
査
等
）

（
保
護
観
察
の
仮
解
除
中
に
お
け
る
調
査
等
）

第
百
五
条

﹇
略
﹈

第
百
五
条

﹇
同
上
﹈

２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調

査
の
結
果
そ
の
他
に
よ
り
、
同
項
の
保
護
観
察
付

執
行
猶
予
者
が
、
法
第
八
十
一
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
五
十
条
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
か
っ
た
と
認
め

る
と
き
そ
の
他
の
再
び
保
護
観
察
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
八
十
一
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
を
取

り
消
す
も
の
と
す
る
。

２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調

査
の
結
果
そ
の
他
に
よ
り
、
同
項
の
保
護
観
察
付

執
行
猶
予
者
に
つ
い
て
、
そ
の
行
状
に
か
ん
が
み

再
び
保
護
観
察
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
書
面
に
よ
り
、
法
第
八

十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
申
出
を
す
る
も
の
と

す
る
。

３

保
護
観
察
所
の
長
は
、
法
第
八
十
一
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
の
仮
解
除
を
取
り
消
し

た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予

者
に
対
し
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
を
取
り
消
し
た

年
月
日
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

第
百
十
条

第
十
六
条
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
に
反

し
な
い
限
り
、
第
九
十
九
条
の
二
第
二
項
、
法
第

五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
後
段
、
法
第
五
十

三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
後
段
、法
第
七
十
一
条
、

法
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
十
四
条
第

一
項
、
法
第
七
十
五
条
第
二
項
、
法
第
七
十
七
条

第
一
項
、
法
第
七
十
八
条
第
一
項
並
び
に
売
春
防

止
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
百
十
条

第
十
六
条
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
に
反

し
な
い
限
り
、
第
九
十
九
条
の
二
第
二
項
、
法
第

五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
後
段
、
法
第
五
十

三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
後
段
、法
第
七
十
一
条
、

法
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
十
四
条
第

一
項
、
法
第
七
十
五
条
第
二
項
、
法
第
七
十
七
条

第
一
項
、
法
第
七
十
八
条
第
一
項
、
法
第
八
十
一

条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
売
春
防
止
法
第
二

十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

２

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条

及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
に
反
し

な
い
限
り
、法
第
五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、

法
第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
法
第
六
十

八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条

の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法

第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
十
四
条
第
一

項
、
法
第
七
十
五
条
第
一
項
、
法
第
七
十
七
条
第

一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
法
第
七
十
八
条
第

一
項
並
び
に
売
春
防
止
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の

決
定
を
す
る
か
否
か
に
関
す
る
審
理
並
び
に
法
第

七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
か
否
か
に

関
す
る
審
理
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条

及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
に
反
し

な
い
限
り
、法
第
五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、

法
第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
法
第
六
十

八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条

の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法

第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
十
四
条
第
一

項
、
法
第
七
十
五
条
第
一
項
、
法
第
七
十
七
条
第

一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
法
第
七
十
八
条
第

一
項
、
法
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び

に
売
春
防
止
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
決
定
を
す

る
か
否
か
に
関
す
る
審
理
並
び
に
法
第
七
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
か
否
か
に
関
す
る
審

理
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
生
活
環
境
の
調
整
の
計
画
並
び
に
保
護
観
察
官

及
び
保
護
司
の
指
名
）

（
生
活
環
境
の
調
整
の
計
画
並
び
に
保
護
観
察
官

及
び
保
護
司
の
指
名
）

第
百
十
一
条

第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
八
十
二
条

第
一
項
、
法
第
八
十
三
条
及
び
売
春
防
止
法
第
二

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
生
活
環
境
の
調
整

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

四
十
二
条
第
一
項
中
「
犯
罪
又
は
非
行
に
結
び
付

く
要
因
及
び
改
善
更
生
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て

分
析
し
、
指
導
監
督
及
び
補
導
援
護
の
方
法
、
保

護
観
察
を
実
施
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
」
と
あ

る
の
は
「
調
整
を
要
す
る
事
項
及
び
行
う
べ
き
調

整
の
内
容
」
と
、「
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
に
つ

い
て
仮
釈
放
中
の
保
護
観
察
に
引
き
続
き
猶
予
期

間
中
の
保
護
観
察
を
開
始
し
た
と
き
」
と
あ
る
の

第
百
十
一
条

第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条
の
規

定
は
、
法
第
八
十
二
条
第
一
項
、
法
第
八
十
三
条

及
び
売
春
防
止
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
生
活
環
境
の
調
整
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
犯

罪
又
は
非
行
の
要
因
及
び
改
善
更
生
に
資
す
る
事

項
に
つ
い
て
分
析
し
、
指
導
監
督
及
び
補
導
援
護

の
方
法
、
保
護
観
察
を
実
施
す
る
上
で
の
留
意
事

項
等
」
と
あ
る
の
は
「
調
整
を
要
す
る
事
項
及
び

行
う
べ
き
調
整
の
内
容
」
と
、
第
四
十
三
条
第
一

項
中
「
分
析
並
び
に
実
施
計
画
」と
あ
る
の
は「
実

施
計
画
」
と
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四

項
中
「
指
導
監
督
及
び
補
導
援
護
」
と
あ
る
の
は
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